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( 科目コード：8101520004MM)

【改訂】第 1 版（2012-03-15）
【科目】計測工学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・4 年次
【担当教員】

重松 洋一
平社 信人
樫本 弘

【授業目標・教育方針】
多くの機械には，マイクロプロセッサ（組込みマイコン）やセンサをはじめとする電子部品が組み込まれ，高度な機
能と柔軟性を実現している．こうした機械工学と電子工学を融合した技術は”メカトロニクス”と呼ばれており，本
授業ではメカトロニクスすなわち機械を自動化・高機能化するための基礎技術を学習する．
[ 前期 ] 測定対象の量としては，変位，速度，温度，圧力など，さまざまなものがあり，それらを増幅，伝送，表示の
ために，扱いやすい電圧や電流などの信号に変換する必要がある．ここでは，このような目的で利用される変換器や
センサの変換方式，変換された信号の伝送方式，表示方式について学習する．
[ 後期 ] 実際に組込みマイコンのプログラミング実習を行い，理解を深める．

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 45 時間である。
［前期］測定対象の量としては，変位，速度，温度，圧力など，さまざまなものがあり，それらを増幅，伝送，表示の
ために，扱いやすい電圧や電流などの信号に変換する必要がある．ここでは，このような目的で利用される変換器や
センサの変換方式，変換された信号の伝送方式，表示方式について学習し，一般的な計測システムの基本構成，およ
び各部の構成要素について詳しく学習する．
［後期］組込みマイコンを使用するには C 言語が必須であり，まず C 言語を用いたプログラミング練習を行う．続い
てマイコンの内部構成やインターフェイスについて学習する．さらにセンサーの種類や特徴，モータなどアクチュ
エータの種類や特徴，マイコンによるコントロール方法を学び，実際にマイコンのプログラミング実習を行う．

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：計測工学（第２版）　（最新機械工学シリーズ１６）：谷口修，堀込泰雄共著：森北出版
参考書：計測工学　（機械システム入門シリーズ２）：山口勝美，森敏彦共著：共立出版
［後期］特になし．資料は印刷物として配布もしくは電子媒体を画面上で表示しながら講義を進める．

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
［前期］特になし（座学）
［後期］機械工学科３階　設計実習室で行う．
印刷物に加え，書画カメラや PC も使用し中間モニタに資料を表示して説明を行う．
また，プログラミング実習にも PC と組込みマイコンを接続して使用する．

【備考】
［後期］授業の進み具合によって，提出物の回数等は変更になる可能性があり，それによって下記の成績評価の割合を
変更する場合がある．

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：計測工学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 計測系の構成 計測系の基本構成，測定量の検出（変換），伝送，指
示

2 測定方式 偏位法と零位法，ばねばかり，てんびん秤　自動平衡
計器

3 機械的変換 機械的変換：マイクロメータ，ダイヤルゲージなど
4 流体的変換 空気マイクロメータ，面積流量計，U 字管，ピトー管

など
5 電気的変換 (1) インダクタンス変換，静電容量変換，電気抵抗変換
6 電気的変換 (2) 熱電変換，ゼーベック効果：熱電対 レポート
7 電気的変換 (3) 光電変換，フォトダイオード，CdS，LED など
8 中間試験
9 光学的変換 オプチカルフラット，モアレ縞，レーザ干渉測長機
10 信号の増幅 OP アンプの特徴，OP アンプの基本回路：反転増幅回

路非反転増幅回路，差動増幅回路，加算回路など
11 信号の伝送 (1) アナログ変調：振幅変調 (AM), 周波数変調 (FM）
12 信号の伝送 (2) デジタル変調：PAM，PPM，PWM，PCM，FSK レポート
13 AD 変換 AD 変換とは，逐次比較方式 AD 変換器，２重積分方

式 AD 変換器
14 DA 変換 DA 変換とは，はしご形回路，はしご式 DA 変換器
15 記録計 ブラウン管オシロスコープ，可動コイル形計器，パル

スカウンタ
16 授業の進め方 ガイダンス，授業の進め方や注意など
17-20 C 言語入門 C 言語とプログラムの作成から実行まで，変数と型，

四則演算，入出力，数学関数，条件判断処理，繰返し
処理

21-22 組込みマイコン マイコンにおけるプログラミング，2 進数と 16 進数，
インターフェイスなど

23 中間試験
24-25 センサ センサの種類や特徴について
26-27 アクチュエータ アクチュエータの種類や特徴について
28-30 プログラミング実習 マイコンへのプログラムの書き込みと実行，各センサ

を利用するプログラム，各アクチュエータを使用する
プログラムの作成と実行
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